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令和７年第４回教育委員会会議録 
 

１ 日時 

  令和７年３月25日（火）14時00分 

 

２ 場所 

  教育委員会会議室 

 

３ 出席者 

  教 育 長：石橋正信 

  教育委員：町孝、武部愛子、德成晃隆、沖田由香 

  事 務 局：福田教育次長、木下理事 

       中尾総務部長、峯川職員部長 

中野総務課長、若松職員課長、横畠労務・給与課長、 

野原給食運営課長 

 

４ 会議事項 

 ⑴ 付議事項 

   付議案第16号 福岡市立学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則

案 

付議案第17号 福岡市教育委員会の任命に係る職員の申告を考慮した勤務時間

の割振り等に関する規程案 

付議案第18号 福岡市立学校の教育職員の勤務時間等に関する規程の一部改正

案 

付議案第19号 福岡市立の学校に勤務する福岡市教育委員会職員の勤務時間等

に関する規程の一部改正案 

付議案第20号 福岡市立の学校において環境整備等に関する業務に従事する職

員の勤務時間等に関する規程の一部改正案 

付議案第21号 福岡市立の学校に勤務する調理業務員の勤務時間等に関する規

程の一部改正案 

付議案第22号 福岡市教育委員会職員の勤務時間等に関する規則の一部を改正

する規則案 

付議案第23号 単純な労務に雇用される職員の就業規則の一部を改正する規則

案 

付議案第24号 福岡市立学校の教育職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を

改正する規則案 

付議案第25号 福岡市教育委員会職員の勤務時間等に関する規則等の臨時特例

に関する規則を廃止する規則案 

付議案第26号 特殊な勤務に従事する福岡市教育委員会職員の勤務時間等に関

する規程の臨時特例に関する規程の廃止案 

付議案第27号 特殊な勤務に従事する福岡市教育委員会職員の勤務時間等に関

する規程の一部改正案 
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付議案第28号 福岡市教育委員会職員の勤務を要しない日の振替等に関する規

程の一部改正案 

付議案第29号 福岡市教育委員会の任命に係る会計年度任用職員の勤務時間、

休暇等に関する規則の一部を改正する規則案 

付議案第30号 福岡市立学校の教育職員の管理職員特別勤務手当に関する規則

の一部を改正する規則案 

付議案第31号 福岡市教育委員会の任命に係る単純な労務に雇用される職員の

給与に関する規則の一部を改正する規則案 

付議案第32号 福岡市立学校の会計年度任用職員の給与に関する規則の一部を

改正する規則案 

付議案第33号 事務局等職員の人事について 

⑵ 臨時代理報告事項 

   なし 

 ⑶ 協議・報告事項 

   なし 

 

５ 開会 

  教育長開会を宣告 14時00分 

  付議案第33号は人事に関する案件のため、議決により非公開とされた。 

 

６ 付議事項 

 ▼付議案第16号 福岡市立学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則案 

  野原課長より説明 

 《原案どおり可決》 

 〔質疑等〕 

なし 

 

▼付議案第17号 福岡市教育委員会の任命に係る職員の申告を考慮した勤務時間の

割振り等に関する規程案 

▼付議案第18号 福岡市立学校の教育職員の勤務時間等に関する規程の一部改正案 

▼付議案第19号 福岡市立の学校に勤務する福岡市教育委員会職員の勤務時間等に

関する規程の一部改正案 

▼付議案第20号 福岡市立の学校において環境整備等に関する業務に従事する職員

の勤務時間等に関する規程の一部改正案 

▼付議案第21号 福岡市立の学校に勤務する調理業務員の勤務時間等に関する規程

の一部改正案 

▼付議案第22号 福岡市教育委員会職員の勤務時間等に関する規則の一部を改正す

る規則案 

▼付議案第23号 単純な労務に雇用される職員の就業規則の一部を改正する規則案 

▼付議案第24号 福岡市立学校の教育職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改

正する規則案 
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▼付議案第25号 福岡市教育委員会職員の勤務時間等に関する規則等の臨時特例に

関する規則を廃止する規則案 

▼付議案第26号 特殊な勤務に従事する福岡市教育委員会職員の勤務時間等に関す

る規程の臨時特例に関する規程の廃止案 

▼付議案第27号 特殊な勤務に従事する福岡市教育委員会職員の勤務時間等に関す

る規程の一部改正案 

▼付議案第28号 福岡市教育委員会職員の勤務を要しない日の振替等に関する規程

の一部改正案 

▼付議案第29号 福岡市教育委員会の任命に係る会計年度任用職員の勤務時間、休

暇等に関する規則の一部を改正する規則案 

▼付議案第30号 福岡市立学校の教育職員の管理職員特別勤務手当に関する規則の

一部を改正する規則案 

▼付議案第31号 福岡市教育委員会の任命に係る単純な労務に雇用される職員の給

与に関する規則の一部を改正する規則案 

▼付議案第32号 福岡市立学校の会計年度任用職員の給与に関する規則の一部を改

正する規則案 

 横畠課長より説明 

《いずれも原案どおり可決》 

〔質疑等〕 

（徳成委員） 

 ○ フレックスタイム制の導入については、以前、横浜市が導入したということで

話題になったが、他の自治体、特に政令市で導入しているところはあるか。ま

た、学校現場への導入にあたっては、コアタイムである授業時間などの子どもと

向き合う時間を縮減することは難しく、特に小学校は持ちコマ数が多いため、フ

レキシブルな時間をどれくらい確保できるかといったところが課題であるが、見

解をお尋ねする。次に、産休、育休から復帰した先生方や保育園等に子どもを預

けている先生方は子の送迎等があり、ニーズが高いと思うが、見解をお尋ねす

る。最後に、修学旅行や自然教室など泊を伴う業務があるが、それらの勤務時間

数との関連はあるのかお尋ねしたい。 

（横畠課長） 

 ○ まず、政令市の導入状況についてであるが、委員が仰られたとおり、横浜市に

おいては令和３年から導入されているが、横浜市でいう「フレックスタイム」

は、福岡市でいう「早出遅出勤務」のことを指しており、本市の「フレックスタ

イム」のように１日の勤務時間を変更するものではなく、１日の勤務時間を変え

ずに時間帯を変更する制度と聞いている。神戸市においては令和元年から導入し

ており、本市の「フレックスタイム」と同内容の制度と聞いている。他政令市に

おいては、市長事務部局には導入しているが、教育委員会には導入していないと

ころもあり、教育委員会で導入しているのは横浜市と神戸市のみである。次に、

学校への導入にあたっては、11時から14時までをコアタイムとして設定する予定

としている。学校には児童生徒がいるため、活用しづらいところもあると考えて

いるが、一方で、学校には長期休暇期間があるため、当該期間においては、研修

等はあるものの活用しやすい状況にあるのではないかと考えている。また、長期
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休暇期間以外においても、小学校では、教科担任制を活用することにより、中学

校では、コマの割振りを工夫することにより、活用が見込まれると考えている。

次に、職員のニーズとしては、市長事務部局も同様であるが、育児、介護をして

いる職員からのニーズは非常に高いと聞いている。制度活用による想定される事

例として、夫婦両方が福岡市職員の場合、交互に長い時間や短い時間を組み合わ

せることで、子の送迎等がしやすくなるといったことが考えられる。次に、修学

旅行、自然教室については、児童生徒の見守り等で１日の勤務時間より長くなる

傾向にあるが、当該事例に対してフレックスタイム制をどう活用していくかとい

うところについては、今後、制度の活用が可能かどうかも含めて検討していきた

いと考えている。 

（石橋教育長） 

 ○ 実態として、職員が好き勝手に活用しようとした場合に認めないこともできる

のか。徳成委員が一番心配しているのは、職員から学校全体の運営に影響を及ぼ

すような希望が出された場合に、認めないことができるかという点であると思

う。 

（横畠課長） 

 ○ 申請、承認の流れとして、まず、希望する職員が申請し、学校長が公務の運営

に支障がないと判断した場合に承認する、若しくは認めない、若しくは勤務時間

を変更して認めるといったことになる。事前に現場の話を聞いていると、周りの

状況を気にせずに申請する職員もいるため、きちんと断れる環境を整えてほしい

という意見もあった。今後、申請を承認しないと判断するケース等を示しながら

学校現場に伝えていきたいと考えている。 

（町委員） 

 ○ フレックスタイム制については、民間ではかなり前から導入されているが、民

間といえども、タイムテーブル、作業ダイヤがあるような業種はなかなかできな

い。学校でいえば時間割があるので、なかなか難しい。コロナ禍でフレックスタ

イム制を導入する企業がかなり増えたが、対面で行うべきところは意外と元に戻

りつつある。一旦はＩＣＴを活用して行っていたものが、やはり対面でという部

分は元に戻そうという動きがある。説明を聞いて安心したが、そういったところ

は、世の中の流れに逆らってはいけないと思うが、学校としては守らないといけ

ないところは守っていただきたいと感じた。また、管理職手当について、民間は

管理職になったら手当てをかなりもらっており、超過勤務といったものはなかっ

た。管理職員特別勤務手当という概念があって民間とはだいぶ違うと感じた。 

（横畠課長） 

 ○ 補足だが、福岡市職員の現状を説明すると、管理職手当は課長から局長までの

管理監督職員に対して、職位に応じて８万円から12万円程度の手当が支給される

ものである。管理職員特別勤務手当は、管理職手当とは別に深夜対応等の業務に

従事した場合に支給される手当であり、本市においても国と同様に規定している

ものである。 

 

▼付議案第33号 事務局等職員の人事について 

 若松課長より説明 
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《原案どおり可決》 

 

７ 臨時代理報告事項 

  なし 

 

８ 協議・報告事項 

  なし 

 

９ 閉会 

  教育長閉会を宣告 14時37分 


